
本城跡❸

久米城本城跡の看板と佐竹北家の旗が
目印。三市（秋田・仙北・当市）の連携交流
提携10周年を記念して，秋田県仙北市教
育委員会から寄贈された枝垂れ桜が植
樹されています。

ここで
Uターン

久
米
城
は
、
鎌
倉
時
代
に
大
掾
氏
が
館

を
構
え
た
の
が
始
ま
り
と
伝
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
小
野
崎
氏
系
の
久
米
氏
が
代
々

居
城
と
し
、
そ
の
後
佐
竹
氏
は
山
入
氏

に
対
抗
す
る
た
め
、
久
米
氏
を
部
垂
城

へ
移
し
て
佐
竹
義
治
の
子
義
武
を
置
い
て

守
ら
せ
ま
し
た
。
文
明
10
（
1
4
7
8
）

年
、
山
入
義
知
が
久
米
城
に
攻
め
寄
せ
、

城
主
な
ど
が
討
死
し
落
城
し
ま
し
た
が
、

佐
竹
義
治
が
自
ら
軍
勢
を
率
い
て
久
米

城
を
奪
還
、
義
武
の
弟
義
信
を
城
主
と

し
、
こ
の
家
系
が
佐
竹
北
家
と
呼
ば
れ

て
代
々
続
い
た
そ
う
で
す
。
今
回
は
、

鹿
島
神
社
の
鳥
居
を
く
ぐ
り
ぬ
け
、
城

跡
の
見
ど
こ
ろ
を
巡
り
ま
す
。
道
中
、

足
元
に
注
意
が
必
要
な
場
所
が
あ
り
ま

す
が
、
皆
さ
ん
に
楽
し
ん
で
も
ら
う
た

め
、「
未
来
へ
つ
な
ぐ
久
米
城
跡
保
存
会
」

の
方
々
が
歩
き
や
す
い
よ
う
に
整
備
し
て

い
ま
す
。
当
時
の
城
主
に
思
い
を
馳
せ

な
が
ら
、
ゆ
っ
た
り
と
歩
い
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

て
く
て
く

ウ
ォ
ー
ク

て
く
て
く

ウ
ォ
ー
ク
110

【スタート】
久米城跡駐車場

▼距離…約4km

▼時間…約2時間

久米城跡
コース

♪

城郭用語解説

今
回
は

久
米
城
跡
の
見
ど
こ
ろ
を
巡
る

散
策
コ
ー
ス
を
ご
紹
介
し
ま
す

だ
い
じ
ょ
う
しへ

た
れ

くるわ西の城❷

テレビ中継所のある曲輪から堀切で区分さ
れた南西に並ぶ三つの曲輪を中心とする一
帯。南西側には段々状に5・6段の曲輪が配
置されています。標高104.3ｍの物見台から
の眺めは、四季折々の美しさが楽しめます。

垂直の崖❶

当時の城は、自然地形を利用して造られて
います。この場所はV字谷を深く掘りこみ、
谷底を水平に削り約8ｍの落差がある崖を
造り出し、敵の侵入を遮断している場所で
す。見学時は足元に十分ご注意ください。

鹿島神社❹

明和４（1767）年創建。祭神は武甕槌命
（たけみかづちのみこと）。東の城の二の
曲輪に位置します。

山の神❺

南の出城の南方約170ｍに位置する城域
の南端には、山を守護する神として信仰
され、山仕事の安全を祈願した山の神の
祠があります。

●曲輪（郭）
城を構成する土塁や堀で
囲まれた一区画。
●堀切
山の尾根や台地づたいの
侵入を妨ぐもので、尾根
や台地を切断（または分
断）するように掘られた
堀。

◎散策にあたっては、各所に案内板が設置されていますので、迷うことなく散策できるようになっています。
　また、駐車場にはチラシや杖を用意してありますのでご利用ください。

❶

❹

❺

❸

❷
テレビ中継所

久米十文字

62

&GOAL

START

久米城跡
駐車場

久米町１１０９

ご希望がありました
ら、

散策コースを
ご案内します！ ＜北の出城＞

＜南の出城＞

＜西の城＞

＜東の城＞

＜本城＞

14



現在、新型コロナウイルス感染症に関連して、不安から生じる差別や偏見、誹謗中傷が問題になっています。こ
の病気は、誰でもいつでも感染する可能性があります。「もし、自分や自分の大切な人が感染したら」と考える
と、決して他人ごとではなく、自分も差別や誹謗中傷を受ける可能性があるのです。
皆さんには不確かな情報に惑わされて、人権侵害につながることのないよう、国や市が提供している正しい情
報に基づき、冷静な行動をお願いします。

差別やいじめを受けた場合は、ひとりで悩まずに人権相談窓口にご相談ください。
● みんなの人権１１０番 ０５７０-００３-１１０
● 子どもの人権１１０番 ０１２０-００７-１１０
● 女性の人権ホットライン ０５７０-０７０-８１０
● 外国語人権相談ダイヤル ０５７０-０９０-９１１

ウイルスへの恐怖から不安や差別を生まないために
日本赤十字社では、ウイルスに対する「恐怖」からくる不安や差別が、自らの感染を隠し、感染拡
大につながる恐れがあるとして、「わたしたちが恐怖に飲み込まれる前にできること」をわかりや
すく伝えるためのアニメーションとガイドを制作されましたので、ぜひご覧ください。

日本赤十字社
茨城県支部

～差別や偏見をなくしましょう～

人権への配慮について
新型コロナウイルス感染症に関する

・ 感染した方や治療にあたる医療従事者とそのご家族、周辺地域や施設などに対する差別、
偏見、いじめ、誹謗中傷

・ 自粛に対する過剰な行動
・ インターネットやＳＮＳによる差別や偏見、デマの拡散　など

やっては
ならないこ

と

人権相談
窓口

● インターネット人権相談受付窓口

出典：日本赤十字社「新型コロナウイルスの３つの顔を知ろう!」
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16

令
和
２
年
第
６
回
市
議
会
定
例
会
は
９
月
１
日
〜
18
日
ま
で
開
か
れ
、令
和
元
年
度

一
般
会
計
決
算
ほ
か
、特
別
会
計
・
公
営
企
業
会
計
の
決
算
を
認
定
。ま
た
、補
正
予
算

な
ど
の
議
案
が
提
出
さ
れ
、い
ず
れ
も
原
案
通
り
承
認
、可
決
、同
意
さ
れ
ま
し
た
。

第
６
回
市
議
会
定
例
会

公共施設等を安心してご利用いただくために

このほかにもさまざまな感染症対策を行っています。

市では、皆さんにコロナ禍でも公共施設を安心してご利用いただくために
さまざまな感染症対策を行っています。皆さんも公共施設を利用する時は、
それぞれが感染症対策をしっかりと行い感染症拡大防止に努めましょう。

学校等への整備
・非接触型体温計や消毒液、空気清浄機などを配置
・安心して手洗いができるよう自動水栓へ交換

公共施設等への整備
・非接触型体温計や空気清浄機などを配置
・安心して手洗いができるよう自動水栓へ交換
・図書消毒機を購入（図書館）
＊ 一部の利用を制限している場合がありますので
　ご了承ください。

●
令
和
元
年
度
決
算
に
基
づ
く
健
全
化
判
断

比
率
…
本
市
は
実
質
収
支
が
黒
字
で
あ
り
資

金
不
足
が
な
い
た
め
、
健
全
化
判
断
比
率
は

早
期
健
全
化
基
準
を
下
回
っ
て
お
り
、
健
全

な
財
政
と
し
て
報
告

●
令
和
元
年
度
決
算
に
基
づ
く
資
金
不
足
比

率
…
各
公
営
企
業
会
計
は
実
質
収
支
が
黒
字

で
あ
り
資
金
不
足
比
率
の
数
値
は
発
生
し
て

い
な
い
た
め
、
健
全
な
財
政
と
し
て
報
告

●
大
里
ふ
れ
あ
い
広
場
野
球
場
防
球
ネ
ッ
ト

設
置
工
事
請
負
契
約
…
黒
澤
・
冨
岡
特
定
建

設
工
事
共
同
企
業
体
と
1
億
５
３
４
５
万
円

で
契
約

●
充
電
保
管
庫
（
タ
ブ
レ
ッ
ト
収
納
庫
）
購

入
契
約
…
エ
イ
チ
・
シ
ー
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ス

株
式
会
社
茨
城
支
店
と
１
２
８
４
万
６
９
０
０

円
で
契
約

●一
般
会
計
、
特
別
会
計
、
公
営
企
業
会
計

…
詳
細
は
次
号
に
掲
載

●一般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）
…
10
億
４

８
万
９
千
円
を
追
加

●
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

３
号
）
…
8
１
４
６
万
６
千
円
を
追
加

●
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）
…
65
万
５
千
円
を
追
加

●
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

…
４
５
６
７
万
６
千
円
を
追
加

●
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）
…

収
益
的
収
入
・
支
出
6
6
7
万
7
千
円
を
減

額
、
資
本
的
収
入
6
6
7
万
6
千
円
・
支
出

7
8
9
万
4
千
円
を
追
加

●
工
業
用
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
１

号
）
…
収
益
的
収
入
・
支
出
1
1
1
万
1
千

円
を
減
額
、
資
本
的
収
入
・
支
出
1
1
1
万

1
千
円
を
追
加

●
簡
易
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

…
収
益
的
収
入
3
2
7
7
万
9
千
円
・
支
出

3
5
8
7
万
7
千
円
を
追
加
、
資
本
的
収
入

1
0
9
万
3
千
円
を
追
加

●
下
水
道
事
業
等
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

…
収
益
的
収
入
1
億
2
8
0
5
万
円
・
支
出

7
8
7
9
万
円
を
追
加
、
資
本
的
収
入
2
億

8
8
3
3
万
3
千
円
・
支
出
6
0
0
万
円
を

追
加

●
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任

…
根
本
洋
治
氏
を
選
任

報
告

契
約
の
締
結

令
和
元
年
度
決
算
認
定

令
和
２
年
度
補
正
予
算

人
事
案
件



エコミュージアム通信
文化課（☎72-3201）

東
三
町
は
、
古
き
良
き
景
観
が
残
る

鯨
ヶ
丘
に
あ
り
ま
す
。
東
三
町
を
ゆ
っ

た
り
歩
い
て
み
る
と
、
さ
ま
ざ
ま
な

発
見
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
中

で
今
回
私
が
ご
紹
介
す
る
の
は
、
風

神
と
雷
神
の
レ
リ
ー
フ
が
施
さ
れ
た

山
門
が
威
風
堂
々
と
構
え
る
法
然
寺

で
す
。

法
然
寺
は
、
延
元
元
（
1
3
3
6
）

年
に
蓮
勝
房
永
慶
が
佐
竹
義
篤
の
保

護
を
受
け
て
開
創
し
た
浄
土
宗
の
寺

で
す
。

当
時
は
現
在
の
木
崎一町
付
近
に
あ
っ

た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
の
ち
に

常
福
寺
（
那
珂
市
）
を
開
い
た
了
実

成
阿
や
、
浄
土
宗
義
の
体
系
を
整
え

た
了
誉
聖
冏
も
法
然
寺
の
蓮
勝
の
も

と
で
学
ん
で
い
ま
す
。

今
月
は
東
三
町

ちょっと
寄り道

法
然
寺

法然寺本堂法然寺山門

そ
の
後
、
蓮
勝
が
亡
く
な
る
と
寺
は

衰
退
し
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
慶
長

元
（
1
5
9
6
）
年
、
常
福
寺
の
朱

梅
が
復
興
を
唱
え
、
佐
竹
義
重
の
家

臣
田
中
隆
定
が
尽
力
し
、
現
在
地
に

再
建
さ
れ
ま
し
た
。

法
然
寺
は
、
今
も
昔
も
変
わ
ら
ず
地

域
の
人
々
に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
皆
さ
ん
も一度
訪
れ
て
み
て
く

だ
さ
い
。

紹介者
東三町会長
鍋屋 繁範さん

道
路
・
橋
・
河
川
・
グ
ラ
ン
ド
整
備
等
の

土
木
工
事
お
よ
び
学
校
等
の
改
修
工
事

な
ど
、
主
に
国
・
県
・
市
か
ら
発
注
さ
れ

る
公
共
工
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。
身
近
な

と
こ
ろ
で
は
、
道
の
駅
ひ
た
ち
お
お
た
や

幸
久
大
橋
に
関
わ
る
工
事
も
請
け
負
い

ま
し
た
。
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
が
、
安
心

安
全
に
生
活
で
き
る
環
境
を
整
備
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
新
し
い
技
術
も
積
極
的

に
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
現

場
は
、Ｇ
Ｐ
Ｓ
な
ど
の
情
報
通
信
技
術
を

用
い
た
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
施
工
」
に
よ
り
、
先
輩

達
の
知
識
と
若
手
社
員
の
三
次
元
デ
ー

タ
作
成
能
力
を
う
ま
く
融
合
さ
せ
た
「
も

の
づ
く
り
」
が
実
践
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。「
お
客
様
に
喜
ば
れ
る
、
地
域

に
愛
さ
れ
る
企
業
」
と
し
て
、
立
ち
止
ま

る
こ
と
な
く
こ
れ
か
ら
も
変
革
の
歴
史

を
築
い
て
い
く
企
業
で
す
。

自
然
と
人
を
考
え
、

そ
し
て
、地
域
へ

常
陸
太
田
市
に
は
、
各
分
野
で
活
躍
す
る

輝
く
企
業
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。こ
の
コ
ー

ナ
ー
で
は
、
そ
ん
な
輝
く
企
業
の
「
魅
力
」

を
ご
紹
介
！
地
元
就
職
を
考
え
て
い
る
学

生
さ
ん
も
必
見
で
す
！

株式会社梅原工務店
本社：小目町 517

《企業データ》
代表者：代表取締役社長　梅原基弘
資本金：2,500万円
TEL：74-2166

常
陸
太
田
の

　
　
　
　
　   

を

紹
介
し
ま
す
！

輝
く
企
業
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マイナンバーカード出張申請サービスをご利用ください
◆ 対 象 者：
◆ 内 容 ：

◆申込方法：

◆ 申 込 先：

市内に住民登録のある原則１０人以上のグループ等（友人、団体、職場など）
マイナンバーカードの申請を希望しているグループ等のところへ職員が出向き、説明や申請の補助を行います。会場の手配や
準備は、申込みを希望するグループ等でお願いします。
申込先に備え付け、または市ホームページからダウンロードした申請書に、次の事項を記載してお申し込みください。
①希望日時（第３希望まで）　②希望場所（市内）　③人数　④代表者氏名・住所・連絡先
総務課総務行政係（内線 325 ・ 339）

マイナンバーに関する相談窓口

予約に必要な環境の準備予約に必要な環境の準備

マイナンバーカードの読み取りマイナンバーカードの読み取り

マイナポイントの予約には専用のアプリ・ソフトのインストールが必要です。
スマートフォン、パソコンそれぞれ以下の方法でインストールしてください。

マイナンバーカードは、本人確認とマイナンバーの確認が1枚で済む唯一のカードです。マイナポイ
ントの手続きにも必要であり、今後さらに利用の幅が拡大していく予定です。まだお持ちでない方は
この機会にぜひ申請しましょう。

総務課総務行政係（内線325 ・ 339）問

●Androidの場合（対応機種を総務省HPで確認してください）➡Google Playで「マイナポイント」アプリをインストール
●iPhoneの場合（対応機種を総務省HPで確認してください）➡App Storeで「マイナポイント」アプリをインストール
●パソコンの場合（対応するICカードリーダライタが必要です）➡「マイキーID作成・登録準備ソフト」をインストール

スマートフォン、ICカードリーダライタでマイナンバーカードを読み取ります。

4桁の暗証番号＊を入力します。
＊マイナンバーカード受け取り時に設定した数字4桁のパスワード

（利用者証明用電子証明書暗証番号）

マイナポイント付与を希望する決済サービスを選択し、申込みます。
方法１：個人のスマートフォンやパソコンから設定する。
方法２：マイナポイント手続きスポットから設定する。

（市役所・各支所・郵便局・コンビニ・携帯ショップ　等）
※手続きスポットによって申込みできるサービスが異なります。

国が実施するマイナポイント事業（最大5千円分のポイント付与）にあわせ、本市では独自に、マイナンバーカードの普及促進を図るととも
に、新型コロナウイルスの感染拡大防止および感染拡大の影響を受けている市内事業者を支援することを目的として、市がポイントを
20％上乗せ付与します。
◆ポイント付与対象：マイナンバーカード取得者がマイナポイントを申込む際、市が提携するキャッシュレス決済事業者（PayPay株式会
社）を選択し、対象期間中に市内の対象店舗を利用した場合に上乗せポイントを付与

◆ポイント付与率：対象者に20％の上乗せポイントを付与（上限4千円分/人）
◆対象期間：11月1日から令和3年1月31日までを予定　◆対象店舗：コンビニエンスストアを除く市内のPayPay加盟店

暗証番号の入力が正しく行われると、マイナポイントが予約され
ます。予約によりマイキーIDが自動で設定されます。マイナポイン
トの付与を希望する決済サービスを選択し、お申し込みできます。

スマ ー ト フ ォ ン
の 場 合

「マイナポイント」アプリを起動して「マイナポイントの予約（マイキー IDの発行）」をクリックし、マイナンバー
カードをスマートフォンで読み取ります。

パ ソ コ ン
の 場 合

右のリンク先で「マイナポイントの予約（マイキー ID の発行）」をクリックし、
マイナンバーカードを IC カードリーダライタで読み取ります。

＊マイナポイントの予約はこちら
https://id.mykey.soumu.go.jp/
mypage/MKCAS010/?bulk=1

◆ と き ：
◆ と こ ろ：
◆ 内 容 ：

平日　午前8時30分～午後5時15分
市役所本庁１階（市民相談窓口隣）
マイナポイントに係る手続き、マイナンバーカード申請方法、マイナンバー制度全般

●マイナンバーカード　●マイナンバーカード取得時に設定した数字4桁のパスワード（利用者証明用電子証明書暗証番号）　
●各決済サービスが指定する決済サービスID　●セキュリティーコード
＊決済サービスIDおよびセキュリティコードについては、マイナポイントホームページや各決済サービスのコールセンターにご確認ください。

◆マイナポイントの予約・申込みに必要なもの

マイナポイント取得対象者に市から上乗せポイントを付与します マイナポイント取得対象者に市から上乗せポイントを付与します 

マイナンバーについて

職員がご相談に応じます

詳しい申請方法は
こちら▶

ま ず マ イナ ン バ ー カ ー ド を 申 請 し よ う ！

マ イナ ポ イ ン ト を 予 約 ・ 申 込 み し よ う ！

マイナポイント
申込方法・手続きスポット

はこちら

step１

step2

暗証番号の入力暗証番号の入力step3 マイナポイントの申込みマイナポイントの申込みstep5

マイナポイントの予約マイナポイントの予約step4

キャッシュレス決済
サービス一覧

はこちら

この
マークが

目印！
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INFORMATION
無
料
だ
と
思
っ
て
ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト
を
閲
覧
し
、
動
画
再
生
ボ

タ
ン
な
ど
を
ク
リ
ッ
ク
し
た
ら
、「
登
録
完
了
」
な
ど
の
画
面
が

現
れ
料
金
を
請
求
さ
れ
た
と
い
う
相
談
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。「
無
料
」

の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
サ
イ
ト
検
索
し
て
も
無
料
サ
イ
ト
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

安
易
に
ク
リ
ッ
ク
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。「
退
会
は
こ
ち
ら
」
等

の
案
内
が
あ
っ
て
も
、
決
し
て
連
絡
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
支
払
い
を
さ

ら
に
求
め
ら
れ
た
り
、
個
人
情
報
を
聞
き
出
さ
れ
た
り
す
る
危
険
が
あ

り
ま
す
。
事
業
者
に
お
金
を
支
払
っ
て
し
ま
う
と
、
取
り
戻
す
こ
と
は
困

難
で
す
。
慌
て
て
支
払
わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
不
安
に
思
っ
た
り

ト
ラ
ブ
ル
に
遭
っ
た
り
し
た
場
合
に
は
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

事 

例
ア
ド
バ
イ
ス

消
費
生
活
相
談

◆
問
：
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
市
民
協
働
推
進
課
内 

70
‐
１
３
２
２
）

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト
が
「
無
料
」
と
表
示
さ
れ

て
い
た
の
で
ク
リ
ッ
ク
し
た
。「
18
歳
以
上
」
を
ク
リ
ッ
ク
し
た
後

に
年
齢
を
入
力
し
た
ら
、
有
料
登
録
に
な
り
15
万
円
の
料
金
請
求

が
表
示
さ
れ
た
。「
退
会
の
手
続
き
」
の
画
面
に
電
話
番
号
が
載
っ
て
い

た
の
で
連
絡
を
し
、
有
料
だ
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
伝
え
た
と

こ
ろ
、「
申
込
ん
で
し
ま
っ
た
の
で
キ
ャ
ン
セ
ル
は
で
き
な
い
。
明
日
の
15

時
ま
で
に
支
払
わ
な
い
と
料
金
が
20
万
円
に
な
る
」
と
言
わ
れ
た
。

無
料
の
は
ず
が

有
料
だ
っ
た
ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト
の
ト
ラ
ブ
ル

19

幸久幼稚園

み
ん
な
で
植
え
た

と
う
も
ろ
こ
し
と
ト
ン
ボ
の
工
作
♪



常陸太田市からのお知らせ

● 里美支所 82-2111　● 水府支所 85-1111

◆
保
育
料
・
給
食
費
：
無
料

◆
申
込
期
間
：
11
月
２
日
（
月
）
〜
20

日
（
金
）
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
休

園
日
を
除
く
）

◆
申
込
方
法
：
入
園
を
希
望
す
る
幼
稚

園
（
１
幼
稚
園
に
限
る
）
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

＊
申
込
用
紙
は
各
幼
稚
園
で
お
受
け
取
り

く
だ
さ
い
。

◆
通
園
バ
ス
等
：
次
に
該
当
す
る
園
児

が
利
用
で
き
ま
す
の
で
入
園
申
込
み
時
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
希
望
者
が
多

数
の
場
合
、
抽
選
で
決
定
し
ま
す
。

●
幸
久
幼
稚
園
…
佐
竹
小
学
校
区
の
園
児

◆
預
か
り
保
育
（
全
幼
稚
園
で
実
施
）：

保
護
者
が
就
労
し
て
い
る
場
合
や
保
護

者
ま
た
は
家
族
が
定
期
的
に
通
院
・
看

護
・
介
護
を
し
て
い
る
場
合
等
に
、
幼

稚
園
が
保
育
時
間
を
延
長
し
て
園
児
を

預
か
り
ま
す
（
午
後
４
時
ま
で
）。

●
定
員
：
各
幼
稚
園
1
日
あ
た
り
20
人

以
内

◆
問
：
各
幼
稚
園
／
教
育
総
務
課
（
内

線
５
６
２
）

◆
問
：
下
水
道
課
業
務
係
（
内
線

5
2
1
・
5
2
2
）

◆
対
象
：
保
護
者
・
お
子
さ
ん
と
も
に

市
内
に
居
住
し
て
い
る
方
（
入
園
時
ま
で

に
市
内
に
転
入
す
る
方
を
含
む
）

●
３
歳
児
（
平
成
29
年
４
月
２
日
〜
平

成
30
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

●
４
歳
児 （
平
成
28
年
４
月
２
日
〜
平
成

29
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

●
５
歳
児 （
平
成
27
年
４
月
２
日
〜
平
成

28
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

し
て
く
だ
さ
い
。

＊
申
請
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

◆
申
・
問
：
少
子
化
・
人
口
減
少
対
策

課
（
内
線
３
１
４
・
３
４
６
／
Ｆ
Ａ
Ｘ　

72
‐
３
０
０
２
／
メ
ー
ル

kikaku3@
city.hitachiota.lg.jp

）

単
独
処
理
浄
化
槽
や
く
み
取
り
式
便
所

を
利
用
し
て
い
る
と
、
台
所
や
お
風
呂
、

洗
濯
の
生
活
排
水
が
未
処
理
の
ま
ま
排

出
さ
れ
て
い
ま
す
。
生
活
環
境
改
善
や
公

衆
衛
生
向
上
、水
質
保
全
な
ど
の
た
め
に
、

公
共
下
水
道
・
農
業
集
落
排
水
処
理
施

設
へ
の
早
期
接
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
対
象
：
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方

公
共
下
水
道
・
農
業
集
落
排
水
処
理
施

設
が
整
備
さ
れ
た
区
域
に
お
住
ま
い
の
方

／
敷
地
内
に
公
共
桝
が
既
に
設
置
さ
れ

て
い
て
接
続
し
て
い
な
い
方

◆
生
活
排
水
の
た
れ
流
し
に
よ
る
影
響
：

●
下
流
で
農
業
用
水
を
利
用
す
る
方
な

ど
に
迷
惑
が
か
か
り
ま
す
。

●
悪
臭
や
水
質
汚
染
、
環
境
悪
化
の
原

因
と
な
り
ま
す
。

＊
接
続
工
事
は
、
市
に
登
録
さ
れ
た
排
水

設
備
指
定
工
事
店
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

帰
省
の
自
粛
等
の
影
響
を
受
け
て
い
る
市

内
出
身
で
市
外
に
暮
ら
し
て
い
る
学
生
に

対
し
て
、
市
産
の
米
や
農
産
物
、
加
工

品
な
ど
を
配
送
し
生
活
を
応
援
し
ま
す
。

◆
対
象
者
：
市
内
に
住
所
を
有
す
る
方

の
子
で
、市
外
に
在
住
す
る
学
生
（
大
学
・

大
学
院
・
短
期
大
学
・
専
修
大
学
・
専

門
学
校
・
予
備
校
な
ど
）

＊
第
1
弾
を
利
用
し
た
方
も
、
申
請
す
る

こ
と
が
可
能
で
す
。

◆
申
込
期
限
：
12
月
28
日
（
月
）

◆
申
請
方
法
：
申
請
先
に
備
え
付
け
の

申
請
書
に
必
要
書
類
を
添
え
て
持
参
、

郵
送
、
メ
ー
ル
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

【
必
要
書
類
】
次
の
い
ず
れ
か
の
書
類

学
生
証
の
写
し
／
在
学
証
明
書
の
写
し
／

そ
の
他
学
生
で
あ
る
こ
と
を
証
す
る
書
類

＊
申
請
の
際
に
、
窓
口
に
お
い
て
携
帯
電

話
等
で
書
類
の
写
真
を
提
示
し
て
い
た
だ

い
て
も
結
構
で
す
。

＊
メ
ー
ル
で
申
請
す
る
場
合
は
件
名
を

「
常
陸
太
田
市
ひ
と
り
暮
ら
し
等
学
生
生

活
応
援
給
付
金
申
請
（
申
請
者
氏
名
）」

と
し
、
書
類
を
Ｐ
Ｄ
Ｆ
で
添
付
し
て
送
信

第
２
弾 

市
外
の
一
人
暮
ら
し
等
の

学
生
に
地
域
産
品
等
の

応
援
物
資
を
送
り
ま
す

公
共
下
水
道
・
農
業
集
落
排
水

処
理
施
設
に
接
続
し
ま
し
ょ
う

令
和
３
年
度

市
立
幼
稚
園
入
園
児
を
募
集

幼稚園名
3歳児

40人

20人

20人

20人

52人

23人

32人

33人

54人

12人

24人

29人

4歳児 5歳児
募集人員

保育時間

太田進徳幼稚園
72-0317

幸久幼稚園
72-7006

世矢幼稚園
74-3371

午前8時30分～
午後2時

＊募集人員を超えた場合は抽選で決定します。
＊久米幼稚園は令和4年度以降に閉園する予定があります。

久米幼稚園
76-2063

◆
申
込
み
の
対
象
と
な
る
方
：

●
保
育
園
・
認
定
こ
ど
も
園
（
保
育
利

用
）・
家
庭
的
保
育
園
…
次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
方

・
労
働
（
家
事
以
外
）
す
る
こ
と
を
常

態
と
し
て
い
る
と
き

・
出
産
前
後
の
と
き
（
概
ね
産
前
８
週
か

ら
産
後
８
週
）

・
病
気
や
身
体
に
障
が
い
が
あ
る
と
き

・
同
居
ま
た
は
長
期
入
院
等
の
親
族
を

常
時
介
護
ま
た
は
看
護
し
て
い
る
と
き

・
災
害
等
に
あ
っ
た
と
き

・
求
職
活
動
を
継
続
的
に
行
っ
て
い
る
と

き
（
３
カ
月
以
内
）

・
就
学
や
就
業
訓
練
を
受
け
る
と
き

・
児
童
虐
待
や
Ｄ
Ｖ
の
恐
れ
が
あ
る
と
き

・
令
和
３
年
度
中
に
、
育
休
明
け
で
就
労

復
帰
を
予
定
し
て
い
る
方

●
認
定
こ
ど
も
園
（
教
育
利
用
）
…
満

３
歳
以
上
の
幼
児
（
平
成
27
年
４
月
２

日
〜
平
成
30
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

◆
申
込
期
間
：
11
月
２
日
（
月
）
〜
20

日
（
金
）

＊
市
外
保
育
園
を
希
望
さ
れ
る
方
は
13

日
（
金
）
ま
で

◆
申
込
方
法
：
申
込
書
（
10
月
15
日
か

ら
申
込
先
で
配
布
）
に
必
要
事
項
を
ご

記
入
い
た
だ
き
、
必
要
書
類
を
添
付
の

上
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、

申
込
書
と
あ
わ
せ
て
配
布
す
る
「
保
育

園
入
園
の
し
お
り
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
申
：
子
ど
も
福
祉
課
／
各
支
所

◆
問
：
子
ど
も
福
祉
課
（
内
線
1
4
6
）

介
護
の
基
礎
知
識
を
学
び
、
家
族
介
護
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
役
立
て
ま
せ
ん
か
。

◆
と
き
：
令
和
３
年
１
月
16
日
（
土
）・

30
日
（
土
）、２
月
６
日
（
土
）・13
日
（
土
）

＊
全
４
日
間

◆
と
こ
ろ
：
総
合
福
祉
会
館

◆
対
象
：
市
内
に
居
住
し
て
い
る
中
学
生

以
上
の
方

◆
内
容
：
老
化
と
障
害
、
日
常
的
な
病
気

の
基
礎
知
識
／
介
護
の
意
味
、
認
知
症
の

基
礎
知
識
／
介
護
技
術
の
基
本

◆
参
加
料
：
１
千
円
（
教
科
書
代
）

◆
募
集
人
員
：
20
人

＊
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選

◆
募
集
期
間
：
10
月
26
日
（
月
）
〜
12

月
15
日
（
火
）

◆
申
込
方
法
：
申
込
先
に
備
え
付
け
の
申

込
書
に
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
上
、窓
口
・

郵
送
・Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

＊
詳
し
く
は
、
申
込
先
に
備
え
付
け
の
チ

ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
申
・
問
：
市
社
会
福
祉
協
議
会
本
所

（
73
‐
１
７
１
７
／
〒
3
1
3
‐
0
0
4
1

稲
木
町
33
）・
同
金
砂
郷
支
所
（
76
‐
１

０
０
２
）・
同
水
府
支
所
（
85
‐
０
４
３

３
）・
同
里
美
支
所
（
82
‐
３
１
４
５
）

20



＊ご案内の内容は中止・変更になる場合があります。

● 金砂郷支所 76-2111　● 常陸太田市役所 72-3111

◆
保
育
料
・
給
食
費
：
無
料

◆
申
込
期
間
：
11
月
２
日
（
月
）
〜
20

日
（
金
）
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
休

園
日
を
除
く
）

◆
申
込
方
法
：
入
園
を
希
望
す
る
幼
稚

園
（
１
幼
稚
園
に
限
る
）
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

＊
申
込
用
紙
は
各
幼
稚
園
で
お
受
け
取
り

く
だ
さ
い
。

◆
通
園
バ
ス
等
：
次
に
該
当
す
る
園
児

が
利
用
で
き
ま
す
の
で
入
園
申
込
み
時
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
希
望
者
が
多

数
の
場
合
、
抽
選
で
決
定
し
ま
す
。

●
幸
久
幼
稚
園
…
佐
竹
小
学
校
区
の
園
児

◆
預
か
り
保
育
（
全
幼
稚
園
で
実
施
）：

保
護
者
が
就
労
し
て
い
る
場
合
や
保
護

者
ま
た
は
家
族
が
定
期
的
に
通
院
・
看

護
・
介
護
を
し
て
い
る
場
合
等
に
、
幼

稚
園
が
保
育
時
間
を
延
長
し
て
園
児
を

預
か
り
ま
す
（
午
後
４
時
ま
で
）。

●
定
員
：
各
幼
稚
園
1
日
あ
た
り
20
人

以
内

◆
問
：
各
幼
稚
園
／
教
育
総
務
課
（
内

線
５
６
２
）

◆
問
：
下
水
道
課
業
務
係
（
内
線

5
2
1
・
5
2
2
）

◆
対
象
：
保
護
者
・
お
子
さ
ん
と
も
に

市
内
に
居
住
し
て
い
る
方
（
入
園
時
ま
で

に
市
内
に
転
入
す
る
方
を
含
む
）

●
３
歳
児
（
平
成
29
年
４
月
２
日
〜
平

成
30
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

●
４
歳
児 （
平
成
28
年
４
月
２
日
〜
平
成

29
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

●
５
歳
児 （
平
成
27
年
４
月
２
日
〜
平
成

28
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

し
て
く
だ
さ
い
。

＊
申
請
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

◆
申
・
問
：
少
子
化
・
人
口
減
少
対
策

課
（
内
線
３
１
４
・
３
４
６
／
Ｆ
Ａ
Ｘ　

72
‐
３
０
０
２
／
メ
ー
ル

kikaku3@
city.hitachiota.lg.jp

）

単
独
処
理
浄
化
槽
や
く
み
取
り
式
便
所

を
利
用
し
て
い
る
と
、
台
所
や
お
風
呂
、

洗
濯
の
生
活
排
水
が
未
処
理
の
ま
ま
排

出
さ
れ
て
い
ま
す
。
生
活
環
境
改
善
や
公

衆
衛
生
向
上
、水
質
保
全
な
ど
の
た
め
に
、

公
共
下
水
道
・
農
業
集
落
排
水
処
理
施

設
へ
の
早
期
接
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
対
象
：
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方

公
共
下
水
道
・
農
業
集
落
排
水
処
理
施

設
が
整
備
さ
れ
た
区
域
に
お
住
ま
い
の
方

／
敷
地
内
に
公
共
桝
が
既
に
設
置
さ
れ

て
い
て
接
続
し
て
い
な
い
方

◆
生
活
排
水
の
た
れ
流
し
に
よ
る
影
響
：

●
下
流
で
農
業
用
水
を
利
用
す
る
方
な

ど
に
迷
惑
が
か
か
り
ま
す
。

●
悪
臭
や
水
質
汚
染
、
環
境
悪
化
の
原

因
と
な
り
ま
す
。

＊
接
続
工
事
は
、
市
に
登
録
さ
れ
た
排
水

設
備
指
定
工
事
店
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

帰
省
の
自
粛
等
の
影
響
を
受
け
て
い
る
市

内
出
身
で
市
外
に
暮
ら
し
て
い
る
学
生
に

対
し
て
、
市
産
の
米
や
農
産
物
、
加
工

品
な
ど
を
配
送
し
生
活
を
応
援
し
ま
す
。

◆
対
象
者
：
市
内
に
住
所
を
有
す
る
方

の
子
で
、市
外
に
在
住
す
る
学
生
（
大
学
・

大
学
院
・
短
期
大
学
・
専
修
大
学
・
専

門
学
校
・
予
備
校
な
ど
）

＊
第
1
弾
を
利
用
し
た
方
も
、
申
請
す
る

こ
と
が
可
能
で
す
。

◆
申
込
期
限
：
12
月
28
日
（
月
）

◆
申
請
方
法
：
申
請
先
に
備
え
付
け
の

申
請
書
に
必
要
書
類
を
添
え
て
持
参
、

郵
送
、
メ
ー
ル
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

【
必
要
書
類
】
次
の
い
ず
れ
か
の
書
類

学
生
証
の
写
し
／
在
学
証
明
書
の
写
し
／

そ
の
他
学
生
で
あ
る
こ
と
を
証
す
る
書
類

＊
申
請
の
際
に
、
窓
口
に
お
い
て
携
帯
電

話
等
で
書
類
の
写
真
を
提
示
し
て
い
た
だ

い
て
も
結
構
で
す
。

＊
メ
ー
ル
で
申
請
す
る
場
合
は
件
名
を

「
常
陸
太
田
市
ひ
と
り
暮
ら
し
等
学
生
生

活
応
援
給
付
金
申
請
（
申
請
者
氏
名
）」

と
し
、
書
類
を
Ｐ
Ｄ
Ｆ
で
添
付
し
て
送
信

令
和
３
年
度 

保
育
園
・
認
定
こ
ど
も
園
な
ど
の
入
園
児
を
募
集

◆
申
込
み
の
対
象
と
な
る
方
：

●
保
育
園
・
認
定
こ
ど
も
園
（
保
育
利

用
）・
家
庭
的
保
育
園
…
次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
方

・
労
働
（
家
事
以
外
）
す
る
こ
と
を
常

態
と
し
て
い
る
と
き

・
出
産
前
後
の
と
き
（
概
ね
産
前
８
週
か

ら
産
後
８
週
）

・
病
気
や
身
体
に
障
が
い
が
あ
る
と
き

・
同
居
ま
た
は
長
期
入
院
等
の
親
族
を

常
時
介
護
ま
た
は
看
護
し
て
い
る
と
き

・
災
害
等
に
あ
っ
た
と
き

・
求
職
活
動
を
継
続
的
に
行
っ
て
い
る
と

き
（
３
カ
月
以
内
）

・
就
学
や
就
業
訓
練
を
受
け
る
と
き

・
児
童
虐
待
や
Ｄ
Ｖ
の
恐
れ
が
あ
る
と
き

・
令
和
３
年
度
中
に
、
育
休
明
け
で
就
労

復
帰
を
予
定
し
て
い
る
方

●
認
定
こ
ど
も
園
（
教
育
利
用
）
…
満

３
歳
以
上
の
幼
児
（
平
成
27
年
４
月
２

日
〜
平
成
30
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

◆
申
込
期
間
：
11
月
２
日
（
月
）
〜
20

日
（
金
）

＊
市
外
保
育
園
を
希
望
さ
れ
る
方
は
13

日
（
金
）
ま
で

◆
申
込
方
法
：
申
込
書
（
10
月
15
日
か

ら
申
込
先
で
配
布
）
に
必
要
事
項
を
ご

記
入
い
た
だ
き
、
必
要
書
類
を
添
付
の

上
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、

申
込
書
と
あ
わ
せ
て
配
布
す
る
「
保
育

園
入
園
の
し
お
り
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
申
：
子
ど
も
福
祉
課
／
各
支
所

◆
問
：
子
ど
も
福
祉
課
（
内
線
1
4
6
）

介
護
の
基
礎
知
識
を
学
び
、
家
族
介
護
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
役
立
て
ま
せ
ん
か
。

◆
と
き
：
令
和
３
年
１
月
16
日
（
土
）・

30
日
（
土
）、２
月
６
日
（
土
）・13
日
（
土
）

＊
全
４
日
間

◆
と
こ
ろ
：
総
合
福
祉
会
館

◆
対
象
：
市
内
に
居
住
し
て
い
る
中
学
生

以
上
の
方

◆
内
容
：
老
化
と
障
害
、
日
常
的
な
病
気

の
基
礎
知
識
／
介
護
の
意
味
、
認
知
症
の

基
礎
知
識
／
介
護
技
術
の
基
本

◆
参
加
料
：
１
千
円
（
教
科
書
代
）

◆
募
集
人
員
：
20
人

＊
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選

◆
募
集
期
間
：
10
月
26
日
（
月
）
〜
12

月
15
日
（
火
）

◆
申
込
方
法
：
申
込
先
に
備
え
付
け
の
申

込
書
に
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
上
、窓
口
・

郵
送
・Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

＊
詳
し
く
は
、
申
込
先
に
備
え
付
け
の
チ

ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
申
・
問
：
市
社
会
福
祉
協
議
会
本
所

（
73
‐
１
７
１
７
／
〒
3
1
3
‐
0
0
4
1

稲
木
町
33
）・
同
金
砂
郷
支
所
（
76
‐
１

０
０
２
）・
同
水
府
支
所
（
85
‐
０
４
３

３
）・
同
里
美
支
所
（
82
‐
３
１
４
５
）

申込から入園までの流れ

11月2日～20日 新規の入園申込

11月～令和3年1月 入園の審査・各園の入園調整

1月下旬 入園決定

4月上旬 入園式

4月中旬 前期保育料 決定

公立保育園

園名
木崎保育園

宮ノ脇保育園
愛保育園

はすみ保育園
太田あすなろ保育園

らいらっく保育園
のぞみこども園

うぐいすこども園
すいふこども園

さとみこども園
太田さくら認定こども園

ぽこ・あ・ぽこ
ひよこ園

私立保育園

私立認定こども園

家庭的保育園

公立認定こども園

あ
ん
し
ん
フ
ァ
ミ
リ
ー

介
護
講
座
参
加
者
を
募
集

21
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み
ま
せ
ん
か
。

◆
と
き
：
11
月
18
日
（
水
）
午
前
９
時

30
分
〜
午
後
３
時
（
小
雨
決
行
）

＊
午
前
9
時
20
分
ま
で
に
受
付

◆
集
合
場
所
：
御
岩
神
社
臨
時
駐
車
場

（
日
立
市
入
四
間
町
）

◆
コ
ー
ス
：
駐
車
場
↓
三
本
杉
↓
御
岩

神
社
↓（
表
参
道
）↓
か
び
れ
神
宮
↓
神

峰
山
山
頂
（
昼
食
）↓（
裏
参
道
）↓
薩
都

神
社
↓
佐
竹
氏
墓
所
↓
駐
車
場
／
約
７

㎞◆
参
加
料
：
５
０
０
円
（
資
料
代
、
保

険
料
等
）

◆
持
参
す
る
物
：
昼
食
・
飲
み
物
・
雨
具
・

マ
ス
ク
等

＊
山
登
り
の
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◆
募
集
人
員
：
40
人
（
先
着
順
）

◆
申
込
期
限
：
11
月
11
日
（
水
）

◆
申
込
方
法
：
電
話
で
、
氏
名
・
住
所
・

年
齢
・
電
話
番
号
を
伝
え
、
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

◆
申
：
市
観
光
物
産
協
会
（
72
‐
８
１

９
４
）

◆
問：ジ
オ
ネ
ッ
ト
常
陸
太
田  

石
川
（
０

９
０
‐
８
０
８
７
‐
９
４
９
１
）

◆
と
き
：
11
月
５
日
（
木
）
午
前
10
時

〜
午
後
３
時
（
受
付　
午
前
９
時
30
分

〜
）

◆
と
こ
ろ
：
市
役
所
本
庁
３
階
大
会
議

室◆
相
談
員
：
水
戸
北
年
金
事
務
所
職
員
、

社
会
保
険
労
務
士

＊
共
済
年
金
に
つ
い
て
は
、
お
答
え
で
き

な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

◆
持
参
す
る
物
：
年
金
関
係
の
書
類
（
年

金
証
書
、
年
金
手
帳
等
、
年
金
の
種
類
・

加
入
期
間
の
わ
か
る
も
の
）

＊
代
理
の
方
が
相
談
す
る
場
合
に
は
、
委

任
状
が
必
要
で
す
。

◆
申
込
方
法
：
前
日
ま
で
に
電
話
で
予

約
を
し
て
く
だ
さ
い
（
完
全
予
約
制
）。

＊
月
〜
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
午
前
８

時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

◆
申
：
水
戸
北
年
金
事
務
所
お
客
様
相

談
室
（
０
２
９
‐
２
３
１
‐
２
２
８
３
）

◆
問
：
保
険
年
金
課
年
金
医
療
係
（
内

線
１
１
７
・
１
１
８
）

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
「
歳
末
た
す
け
あ

い
募
金
」
を
活
用
し
て
、
ひ
と
り
親
、

両
親
の
い
な
い
ご
家
庭
に
お
餅
を
お
届
け

し
ま
す
。

◆
対
象
：
未
就
業
の
18
歳
以
下
（
平
成

14
年
４
月
１
日
以
降
生
ま
れ
）
の
方
が
い

る
、
ひ
と
り
親
ま
た
は
両
親
の
い
な
い
ご

家
庭

◆
配
布
期
間
：
12
月
17
日
（
木
）
〜
25

日
（
金
）

◆
申
込
期
間
：
11
月
２
日
（
月
）
〜
20

日
（
金
）

＊
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
午
前
９
時
〜
午

後
５
時

◆
申
込
方
法
：
電
話
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

◆
申
・
問
：
市
社
会
福
祉
協
議
会
（
73

‐
１
７
１
７
）

全
国
か
ら
1
8
8
柱
も
の
神
を
祀
っ
て
い

る
御
岩
神
社
。
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て

紹
介
さ
れ
て
い
る
御
岩
山
。
御
岩
山
か

ら
神
峰
山
を
散
策
し
、
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト

の
謎
を
解
き
明
か
す
5
億
年
の
旅
に
出
て

◆
と
き：11
月
９
日
（
月
）
〜
12
日
（
木
）

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

◆
と
こ
ろ
：
県
立
水
戸
聾
学
校
（
水
戸

市
千
波
町
）

◆
内
容
：
聴
覚
障
害
の
あ
る
お
子
さ
ん

に
関
す
る
相
談
や
学
校
見
学

◆
申
込
期
限
：
10
月
31
日
（
土
）

◆
申
込
方
法
：
申
込
用
紙
を
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
電
話
、
メ
ー

ル
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

◆
申
・
問
：
県
立
水
戸
聾
学
校
（
０
２

９
‐
２
４
１
‐
１
０
１
８
／
Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
２

９
‐
２
４
１
‐
８
１
４
８
／
メ
ー
ル

310rousienbu@
m

ito-sd.ibk.ed.jp

）

県
で
は
、
森
林
の
持
つ
さ
ま
ざ
ま
な
働
き

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
体
験
学
習
の

参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
参
加
は

子
ど
も
会
や
地
域
の
団
体
が
対
象
で
す
。

◆
と
き
：
令
和
３
年
２
月
ま
で

◆
と
こ
ろ
：
奥
久
慈
憩
い
の
森
（
大
子

町
）、
茨
城
県
民
の
森
（
那
珂
市
）、
水

郷
県
民
の
森
（
潮
来
市
）、
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
パ
ー
ク
茨
城
県
自
然
博
物
館
（
坂
東

市
）
な
ど

◆
内
容
：
森
林
の
働
き
な
ど
の
お
話
、

森
の
散
策
、
丸
太
切
り
体
験
、
木
工
工

作
な
ど

◆
参
加
費
：
無
料
（
飲
食
代
お
よ
び

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
パ
ー
ク
利
用
の
場
合
は
入

館
料
等
が
必
要
で
す
）

◆
定
員
：
１
グ
ル
ー
プ
当
た
り
20
〜
80

人
程
度

＊
申
込
方
法
等
、
詳
細
は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
問
：
県
林
政
課
（
０
２
９
‐
３
０
１
‐

４
０
２
６
）

広
報
ひ
た
ち
お
お
た
９
月
号
の一部
を
次

の
と
お
り
訂
正
し
ま
す
。

11
ペ
ー
ジ
小
学
生
の
外
国
語
教
育
に
つ
い

て
の
記
事
中
、
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
先
生
の
出

身
地
に
つ
い
て
正
し
く
は
「
ニ
ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド
出
身
」
で
す
。
お
詫
び
し
て
訂
正

し
ま
す
。

水戸聾学校
ホームページ

年
金
相
談

ひ
と
り
親
、両
親
の
い
な
い

ご
家
庭
に
お
餅
を
お
届
け
し
ま
す

御
岩
山
ジ
オ
ハ
イ
キ
ン
グ

参
加
者
募
集

県
立
水
戸
聾
学
校
学
校
公
開

「
個
別
相
談
会
」
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＊ご案内の内容は中止・変更になる場合があります。

● 金砂郷支所 76-2111　● 常陸太田市役所 72-3111

森
林
・
林
業
体
験
学
習

（
現
地
体
験
型
）参
加
団
体
募
集

お
詫
び
と
訂
正

み
ま
せ
ん
か
。

◆
と
き
：
11
月
18
日
（
水
）
午
前
９
時

30
分
〜
午
後
３
時
（
小
雨
決
行
）

＊
午
前
9
時
20
分
ま
で
に
受
付

◆
集
合
場
所
：
御
岩
神
社
臨
時
駐
車
場

（
日
立
市
入
四
間
町
）

◆
コ
ー
ス
：
駐
車
場
↓
三
本
杉
↓
御
岩

神
社
↓（
表
参
道
）↓
か
び
れ
神
宮
↓
神

峰
山
山
頂
（
昼
食
）↓（
裏
参
道
）↓
薩
都

神
社
↓
佐
竹
氏
墓
所
↓
駐
車
場
／
約
７

㎞◆
参
加
料
：
５
０
０
円
（
資
料
代
、
保

険
料
等
）

◆
持
参
す
る
物
：
昼
食
・
飲
み
物
・
雨
具
・

マ
ス
ク
等

＊
山
登
り
の
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◆
募
集
人
員
：
40
人
（
先
着
順
）

◆
申
込
期
限
：
11
月
11
日
（
水
）

◆
申
込
方
法
：
電
話
で
、
氏
名
・
住
所
・

年
齢
・
電
話
番
号
を
伝
え
、
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

◆
申
：
市
観
光
物
産
協
会
（
72
‐
８
１

９
４
）

◆
問：ジ
オ
ネ
ッ
ト
常
陸
太
田  

石
川
（
０

９
０
‐
８
０
８
７
‐
９
４
９
１
）

◆
と
き
：
11
月
５
日
（
木
）
午
前
10
時

〜
午
後
３
時
（
受
付　
午
前
９
時
30
分

〜
）

◆
と
こ
ろ
：
市
役
所
本
庁
３
階
大
会
議

室◆
相
談
員
：
水
戸
北
年
金
事
務
所
職
員
、

社
会
保
険
労
務
士

＊
共
済
年
金
に
つ
い
て
は
、
お
答
え
で
き

な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

◆
持
参
す
る
物
：
年
金
関
係
の
書
類
（
年

金
証
書
、
年
金
手
帳
等
、
年
金
の
種
類
・

加
入
期
間
の
わ
か
る
も
の
）

＊
代
理
の
方
が
相
談
す
る
場
合
に
は
、
委

任
状
が
必
要
で
す
。

◆
申
込
方
法
：
前
日
ま
で
に
電
話
で
予

約
を
し
て
く
だ
さ
い
（
完
全
予
約
制
）。

＊
月
〜
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
午
前
８

時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

◆
申
：
水
戸
北
年
金
事
務
所
お
客
様
相

談
室
（
０
２
９
‐
２
３
１
‐
２
２
８
３
）

◆
問
：
保
険
年
金
課
年
金
医
療
係
（
内

線
１
１
７
・
１
１
８
）

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
「
歳
末
た
す
け
あ

い
募
金
」
を
活
用
し
て
、
ひ
と
り
親
、

両
親
の
い
な
い
ご
家
庭
に
お
餅
を
お
届
け

し
ま
す
。

◆
対
象
：
未
就
業
の
18
歳
以
下
（
平
成

14
年
４
月
１
日
以
降
生
ま
れ
）
の
方
が
い

る
、
ひ
と
り
親
ま
た
は
両
親
の
い
な
い
ご

家
庭

◆
配
布
期
間
：
12
月
17
日
（
木
）
〜
25

日
（
金
）

◆
申
込
期
間
：
11
月
２
日
（
月
）
〜
20

日
（
金
）

＊
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
午
前
９
時
〜
午

後
５
時

◆
申
込
方
法
：
電
話
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

◆
申
・
問
：
市
社
会
福
祉
協
議
会
（
73

‐
１
７
１
７
）

全
国
か
ら
1
8
8
柱
も
の
神
を
祀
っ
て
い

る
御
岩
神
社
。
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て

紹
介
さ
れ
て
い
る
御
岩
山
。
御
岩
山
か

ら
神
峰
山
を
散
策
し
、
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト

の
謎
を
解
き
明
か
す
5
億
年
の
旅
に
出
て

◆
と
き：11
月
９
日
（
月
）
〜
12
日
（
木
）

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

◆
と
こ
ろ
：
県
立
水
戸
聾
学
校
（
水
戸

市
千
波
町
）

◆
内
容
：
聴
覚
障
害
の
あ
る
お
子
さ
ん

に
関
す
る
相
談
や
学
校
見
学

◆
申
込
期
限
：
10
月
31
日
（
土
）

◆
申
込
方
法
：
申
込
用
紙
を
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
電
話
、
メ
ー

ル
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

◆
申
・
問
：
県
立
水
戸
聾
学
校
（
０
２

９
‐
２
４
１
‐
１
０
１
８
／
Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
２

９
‐
２
４
１
‐
８
１
４
８
／
メ
ー
ル

310rousienbu@
m

ito-sd.ibk.ed.jp

）

県
で
は
、
森
林
の
持
つ
さ
ま
ざ
ま
な
働
き

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
体
験
学
習
の

参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
参
加
は

子
ど
も
会
や
地
域
の
団
体
が
対
象
で
す
。

◆
と
き
：
令
和
３
年
２
月
ま
で

◆
と
こ
ろ
：
奥
久
慈
憩
い
の
森
（
大
子

町
）、
茨
城
県
民
の
森
（
那
珂
市
）、
水

郷
県
民
の
森
（
潮
来
市
）、
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
パ
ー
ク
茨
城
県
自
然
博
物
館
（
坂
東

市
）
な
ど

◆
内
容
：
森
林
の
働
き
な
ど
の
お
話
、

森
の
散
策
、
丸
太
切
り
体
験
、
木
工
工

作
な
ど

◆
参
加
費
：
無
料
（
飲
食
代
お
よ
び

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
パ
ー
ク
利
用
の
場
合
は
入

館
料
等
が
必
要
で
す
）

◆
定
員
：
１
グ
ル
ー
プ
当
た
り
20
〜
80

人
程
度

＊
申
込
方
法
等
、
詳
細
は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
問
：
県
林
政
課
（
０
２
９
‐
３
０
１
‐

４
０
２
６
）

広
報
ひ
た
ち
お
お
た
９
月
号
の一部
を
次

の
と
お
り
訂
正
し
ま
す
。

11
ペ
ー
ジ
小
学
生
の
外
国
語
教
育
に
つ
い

て
の
記
事
中
、
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
先
生
の
出

身
地
に
つ
い
て
正
し
く
は
「
ニ
ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド
出
身
」
で
す
。
お
詫
び
し
て
訂
正

し
ま
す
。

広報ひたちおおた12月号では、年に一度の特別企画として市民の皆さんと一緒につくる特集を企画していま
す。皆さんが撮影した写真を紙面に掲載しますので、ぜひお気軽に送ってください。お題は「わがまち自慢」。市
内にある自慢したいモノ・ヒト・コトなど、とっておきの１枚をお送りください。皆さんの「わがまち自慢」で素敵な
紙面を作りましょう。

◆募集内容：皆さんが撮影した市内にある「わがまち自慢」の写真とエピソード
◆応募締切：11月13日（金）
◆応募方法：「わがまち自慢」の写真とエピソードに氏名、ペンネーム、住所、電話番号を添えて、次のいずれかで
　　　　　  ご応募ください。
　●窓口・郵送…任意の様式に記入し、応募先へ郵送してください。
　●申込フォーム…ＱＲコードを読み取りご応募ください。
＊第三者の権利を侵害するものや公序良俗に反するもの、閲覧して不快に感じる内容のご応募はお控えください。
＊選考の上掲載します。予めご了承ください。
＊市のPRに使用する可能性があります。
◆申・問：広報広聴課（〒３１３-８６１１　金井町３６９０／内線３０３・３０４）

応募してくれた
全員にプレゼント！

広報ひたちおおた12月号市民参加型特集企画のご案内

わがまち自慢！

・じょうづるさんグッズ
・応募写真のマグネット（丸型）
＊写真の一部を切り取ります

県ホーム
ページ
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市内に住所を有する令和元年 12月生まれのお子さん（12月号掲載分）
11月 10日（火）
お子さんの氏名（ふりがな）・性別・生年月日・住所、応募者（保護者）の氏名、電話番号
広報広聴課　〒313-8611 常陸太田市金井町 3690（内線 303・304）

満１歳のお子さんの写真大募集！！
１歳の記念にお子さんやお孫さんの写真を市報に掲載してみませんか？右下の QR コードを読み込んで
スマートフォンで撮影した写真を送ってください。「市ホームページ」→「広報・広聴」→「広報」→「はじめての
誕生日申し込み」からでも OK です。もちろんプリントした写真を郵送していただいても大丈夫！！下記の
広報広聴課までお送りください。※応募された写真は返却いたしませんのでご了承ください。

対　　象
〆　　切
必要事項

問

本市と大分県臼杵市は、10月に姉妹都市締結 5周年を迎えました。今号では、二市の縁を結ぶきっかけになった
「二孝女物語」を漫画で紹介しています。多くの人の助けを得て、親孝行を果たした姉妹の旅路。
今なお私たちの心に語りかけてくる物語です。

表紙に
よせて

広報ひたちおおた　発行／常陸太田市　編集／広報広聴課　72-3111（内線 303・304）

飛田禮愛ちゃん10 月 1日生まれ／幡町

らいあ

岡本悠汰くん10 月 5日生まれ／大里町

ゆうた

川又蓮くん10 月 14日生まれ／磯部町

れん

猿田菜々美ちゃん10 月 20日生まれ／東連地町

ななみ

助川瑠莉花ちゃん10 月 6日生まれ／磯部町

るりか

鈴木玲良くん10 月 18日生まれ／磯部町

れいら

會澤稜生くん10 月 29日生まれ／山下町

いずき

匂坂向日葵ちゃん10 月 4日生まれ／山下町

ひなた

おめでとうございます

はじめてのお誕生日 10月で1歳です

小林総太くん10 月14日生まれ／東連地町

そうた

三代瀧登くん10 月 20日生まれ／大森町

たきと 佐川陽向子ちゃん10 月 22日生まれ／木崎二町

ひなこ

滑川颯大くん10 月 8日生まれ／幡町

そうた

小泉穂華ちゃん10 月 3日生まれ／白羽町

ほのか

河野尊くん10 月 13日生まれ／馬場町

たける

佐々木隼くん10 月 19日生まれ／内堀町

はやと

高野真宙くん10 月 13日生まれ／上河合町

まひろ

岡崎莉子ちゃん10 月 20日生まれ／薬谷町

りこ

安倍セレーナ千桜ちゃん10 月 31日生まれ／宮本町

ちよ

鯉渕璃子ちゃん10 月 2日生まれ／上利員町

りこ 高畠咲麗ちゃん10 月 2日生まれ／小島町

えれん


